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当たり前のことが当たり前であるありがたさ 

校長 福田 洋一 

昨年の話で恐縮です。2 年生以上の保護者の皆様はご記憶があるかと思いますが、昨年 6 月の一週間と少々、

学校給食の主食である米飯供給が止まるという出来事がありました。原因は米飯を供給している委託業者の設備

上の問題でした。その間は、毎日コッペパンが代替えとして提供されました。もちろんおかずは校内の調理場で

作りますから、毎日献立通りに提供されます。ここまで読まれた方は、「代替えのパンがあるのなら不自由はない

のでは。」と思われるかもしれません。確かに初日こそおかずのみの給食でしたが翌日からは、コッペパンが提供

されたわけですから、空腹を満たすという点においては、問題ありませんでした。しかしこの期間おそらく子ど

もたちも、そして我々教職員も常に若干の違和感を感じながら給食を頂いていました。その理由は近年給食の献

立で多くを占めている和食中心のおかずです。例えば米飯供給が止まった翌日は、ビビンバとコッペパン、牛乳

でした。その後も、ポークカレーにコッペパン、ヒジキごぼうご飯の具にコッペパン、等々本来ご飯とともに食

べる献立とコッペパンという組み合わせの日が続きました。この間、多くの子どもや大人が若干感じたであろう

違和感は、贅沢と言ってしまえばその通りかもしれません。でも、「このおかずには、この主食。」という当たり

前の感覚が覆されたわけですから、戸惑いは隠せませんでした。 

 かつての給食は、パンが中心でしたからおかずもすべてパンに合わせたものになっていました。そうであれば

問題はないのですが、近年パンは週に一回程度となり、おかずは和食系中心となりました。そのような給食を毎

日頂いているわけですから、あの時、違和感を感じながら給食を頂いた感覚は、やはり当然といえば当然であっ

たように思います。このことは、「当たり前の事のもつありがたさ。」を考えさせられた出来事でした。 

 

それから一年、ご存知のように私たちを取り巻く学校や社会の環境は新型コロナ感染症の出現により激変しま

した。マスクの着用、3 密を防ぐ行動等の様々な制約、様々な学校行事の中止や延期。これらは一年前米飯の供

給が止まった時と比べること自体が無意味なほどの激変です。今、私たちは「当たり前のことが当たり前であっ

たことのありがたさ。」を今一度痛感しています。しかし日々は刻々と進み、教育活動も待ったなしです。様々な

行事が中止や内容変更を余儀なくされる中、学校は「今、子どもたちにどのようなことができるのか。」を日々考

えています。当たり前の日々と思っていた昨年までに世の中が戻るには、時間がかかりそうです。リモートワー

クに代表される新しいスタンダードも一部でできつつあるようです。まだ少し時間はかかりそうですが、教育委

員会や学校も、緊急時にリモートで学校と自宅の子どもたちがつながる体制作りを進めています。当たり前であ

ったことが当たり前でなくなった状況にいる私たちですが、子どもたちが将来、「あの頃はコロナで大変だった

よね。」「でもあれがきっかけになったよね。」と振り返ることができるよう、今学校が行えること、発信できるこ

とを模索してまいります。 

  

保護者、地域の皆様には、今後さらにご理解、ご協力いただく場面が多くなるかと思いますが、どうぞよろし

くお願いいたします。 
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